
 

  

 

 

 

 

 

 

●2学年時に行った研究の成果を英語で発表しました 

５月３０日（火）午前９時３０分より、３１H（人文科学コース １０期生）の生徒による人文科学課題研究英語発表

会がパワーポイントを用いて行われました。 

発表会は近隣の高校のALTである、Michael Jadd先生（大聖寺高校）、Frederick Lawrence先生（加賀高校）、

Julian Pawlikiewicz先生 （小松工業高校）、Natasha Al-Suud先生（野々市明倫高校）、Jacob Ashford先生 

（野々市明倫高校）、及び本校所属の、Kataizah Johnson先生、Ryan Koyamatsu先生を審査員に迎えました。 

３１Ｈの生徒たちは２学年時に行った研究を、予備知識のないＡＬＴの先生方に向けてわかりやすく説明する活動

を通して、英語によるコミュニケーション能力を高めることができました。また、１１期生である今年の２１Hの生徒も

発表会を参観し、先輩の発表する姿を目の当たりにして、自分たちの研究に刺激を得た良い機会になりました。 

（以下に発表会で使用したスライドの一部、審査員の先生方、参観した生徒のコメントを一部抜粋して紹介します） 

 

人文科学Ａ班：「 The Stepmother’s Role in the Stepchild Tale 」 

 

    

社会科学Ｅ班：「 Will There Ever Be a society Where People Judge AI? 」 

  

 

   

 

 

 

 

     

第２号 令和５年７月 発行 

石川県立小松高等学校 ＮＳＨ担当  

ALTの先生のコメント 

Wow! So interesting! 

Very thorough research that covered 

many stories. Your group did a good  

job looking at the audience. 

２１H生徒のコメント 

Stepmother has negative aspect but  

real mother has positive aspect, to pr

otect the good image of mother. 

 

 

 

ALTの先生のコメント 

Very interesting topic! 

Very well answering question. 

A specific focus on the law helped  

narrow the topic.  

２１H生徒のコメント 

To judge in law by AI is dangerous. 

I think that human should judge in  

law and it is important. 

 



 

 

 

 

●京都大学総合人間学部の講義・ゼミに参加してきました 

  ７月１１日（火）午前７時３０分に学校を出発し、 

２１H（人文科学コース １１期生）の生徒たちが京都

大学の研究室を訪問しました。４つのグループに分

かれ、京都大学総合人間学部の久代恵介先生、森

口由香先生、佐野宏先生、徳永悠先生に模擬講義

や大学での学びについてのお話をしていただきまし

た。積極的に講義に参加し、先生方に自らの研究

や大学について様々な質問を投げかける生徒たち

の様子が見られました。大学での研究方法を知るこ

とで自身の探究力を向上させ、今後の活動につな

がる時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 
 

今後の予定 (変更になる可能性もあります) 

●７月２５日（火） Jゼミ 中間報告会 

●９月２６日（火）～２７日（水） 関東ヒューマンセミナー 

●１２月５日（火） Jゼミ プレ発表会(兼 学校代表選考会) 

●１２月１２日（火）～１６日（土） ＮＳＨ海外交流研修 

●１月１６日（火） Jゼミ 最終発表会 

●１月２３日（火） NSH課題研究合同発表会 (県内のNSH校が集まって実施される課題研究発表会です) 

生徒感想(一部抜粋) 

・京都大学研究室訪問を通して、実際の研究に触れるこ

とができ、どのように研究の方針を立てていくのか、

どのように根拠を示し、わかりやすい発表をするのか

など自分たちの探究に関して、きっかけをつかむ機会

になりました。 

・大学に通っている大学生の様子を見ることができ、自

分の将来が想像しやすかった。自分の目で、足で感じ

ると言うことの大切さを改めて認識できる良い機会だ

った。 

・自分も大学で研究をするとなったら、今日見た研究室

のような整備された環境で思い切り好きな事を研究し

たいと思い、大学生活がとても楽しみになりました 


